
令和７年度 保育所自己評価
保育士自己評価より
【現状】
○ 子どもへの関わり・保育姿勢
・ 子ども一人ひとりの思いや気持ちを丁寧に受け止めながら関わり、安心して過ごせるような雰囲気
づくりと、信頼関係の構築を大切にして日々の保育に取り組んでいる。

・ 子どもの言葉や表情、しぐさにしっかりと目を向け、目線を合わせて話しかけることで、自分の思い
を安心して伝えられる関係づくりを意識している。

・ 子どもが「やってみよう」と挑戦する姿を大切にし、すぐに手を出すのではなく見守りながら、できた
ときには一緒に喜び、過程や努力を認める関わりを心掛けている。

・ 年齢や発達段階、個々の成長の違いを踏まえ、一人ひとりに合った援助や声掛けを行いながら、そ
の子の育つ力を引き出せるよう意識している。

・ 0歳児保育においては、名前を呼んでから関わる、声を掛けながら食事やおむつ交換を行うなど、
安心感を大切にした丁寧な関わりを心掛けている。

・ 心身ともに大きく成長する1・2歳児の大切な時期を意識し、日々の関わりや遊びを通して発達を支
えられるよう努めている。

・ 子ども同士が互いの良さに気付き認め合えるよう、帰りの会などの場を活用し、一人ひとりの素敵
な姿や成長を言葉にして伝えている。

○ 保育環境・活動の工夫
・ 子どもが自分で選び、主体的に遊び込めるよう、コーナーの設置や配置を工夫し、落ち着いて過ご
せる保育環境づくりに取り組んでいる。

・ 子どもの興味や関心、発達段階を踏まえながら、季節や行事に合った教材や活動を取り入れ、楽し
みながら経験を広げられるよう工夫している。

・ 活動内容については、子どもが「やってみたい」と感じられるよう、身近な素材や遊びを取り入れ、無
理なく参加できるよう配慮している。

・ 図書館なども活用し、さまざまな絵本に触れる機会を設けることで、子どもたちの興味や想像力が
広がるようにしている。

○ 計画・記録・情報共有
・ 事前準備を大切にし、年間計画や日々の活動内容を見通したうえで、計画的かつ柔軟に保育を進
められるよう努めている。

・ 個人記録を通して子どもの成長や変化を丁寧に振り返り、評価や反省を次の保育や援助につなげ
ることを意識している。

・ 担当児だけでなくクラス全体の子どもの様子や発達について職員間で共有し、共通理解を持って
保育に取り組めるよう連携している。

・ クラス担任同士が気持ちよく保育に取り組めるよう、声の掛け方や伝えるタイミングに配慮し、日頃
からコミュニケーションを大切にしている。

○ 保護者との連携
・ 日々の送迎時や連絡ノートを通して、園での子どもの様子や小さな成長を丁寧に伝え、保護者との
信頼関係づくりを大切にしている。

・ 家庭環境や生活リズム、成長の様子を踏まえ、保護者と情報を共有しながら、一人ひとりに合った
保育や支援につなげている。

・ 保護者や職員と連携を取りながら、公平で誠実な対応を心掛け、安心して相談してもらえる関係づ
くりを意識している。

○ 学び・研修
・ 研修で得た知識や学びを日々の保育に取り入れ、実践を通して自身の保育を振り返りながら、保
育の質の向上に努めている。

【保育の質向上に向けた取り組み】
・ 子ども同士の関わりやトラブルへの対応について、気持ちに寄り添った仲立ちや声掛けができるよ
う、職員間で学び合いながら対応力を高めていく。

・ 絵本の読み聞かせなどでは、子どもの反応やつぶやきを受け止め、より楽しさが広がる読み方や関
わり方を工夫していく。

・ 保育に関する新しい知識や技能を積極的に学び、日々の保育に活かせるよう自己研鑽の機会を意
識的に確保していく。

・ 手作りおもちゃや教材については、子どもの発達や興味に合っているかを振り返りながら、遊びが深
まるよう改善を重ねていく。

・ クラス担任同士が十分に話し合える時間を大切にし、情報共有や連携をさらに深めていく。


